
          令和３年10月8日 
       国立研究開発法人 森林研究・整備機構 
              森林総合研究所関西支所 

                               

「地域再生シンポジウム 2021 in 飛騨」開催のご案内 

ポイント 

 

・11月 16日(火)13時 00分から、飛騨市文化交流センターでシンポジウムを開催します。 

 

・実践例を紹介しつつ有識者を交え、広葉樹林の利活用を通した地域振興について討論します。 

 

   

森林総合研究所では、林業の振興と森林の有する公益的機能の維持増進に向け、森林・林業に関する課題

を総合的に研究しています。その中で、近年全国的に広葉樹林を活用しようという動きが高まっているにも

関わらず、まだ十分に活用されていない現状が見えてきました。近畿地域のように一度伐採されたあと再生

した里山の広葉樹二次林が多いところでは、里山広葉樹林の研究成果や先進的実践例を共有し、地域を越え

てその有効活用を図っていくことが必要です。そこで森林総合研究所は広葉樹二次林が多い岐阜県飛騨市と

協同し、広葉樹林の活用を通した地域振興の実践例を紹介し、有識者を交えて広葉樹の循環的な有効活用の

確立に向けた課題や今後の方向性について討論するシンポジウムを飛騨市において開催することとしまし

た。 

貴社におかれましては、本シンポジウムの開催について、紙面、番組等で広くご案内いただくとともに、

ご参加いただければ幸いです。 

 

【日 時】2021年 11月 16日（火） 13時00分〜17時 00分（開場12時 30分） 

 

【場 所】飛騨市文化交流センター（飛騨市古川町若宮2-1-63 JR高山本線 飛騨古川駅前） 

 

【テ ー マ】広葉樹活用による地域再生 〜いま地域に求められること〜 

 

【プログラム】基調講演１．持続可能な広葉樹施業の経済性を考える〜針葉樹と同じ土俵で考えてみた〜 

 宇都木 玄（(国研)森林研究・整備機構 森林総合研究所 研究ディレクター） 

テーマセッション 

セッション１．森づくり 

セッション２．ものづくり 

セッション３．仕組みづくり 

セッション４．広葉樹による地域再生 

 

問合せ先など 

国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所関西支所長 桃原 郁夫 

広報担当および問い合わせ先：森林総合研究所関西支所 地域研究監 齊藤 哲 

Eメール stetsu@affrc.go.jp  Tel：075-366-9913 

または 

（開催事務局）飛騨市役所農林部 林業振興課 竹田 慎二 

Eメール hida.symposium2021@gmail.com  Tel：0577-62-8905 

本資料は、京都府記者クラブに配布しています。 
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